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In the previous paper， the author reported the theory of the Chain Construc-
tion with Elastic J oints from the resu1ts of the experimental study on the Sand-
wich Curtain Wall. It was shown that the theory could be applied to the wall 
with close approximation in its vertical direction. In the another paper， as the 
resu1ts of the experimental study on def1ection of the Chain Plate with Elastic 
J oints composed of isotropic plates and elastic joints， itwas shown that practical 
analysis of that is very handy and the error of which obtained by this way are 
few. The present paper deals with an approximate solution in the Simply Su-
ported Chain Plate with Elastic Joints， by the Relaxation Method. 
試みる。
1 前がき
2 一般式の整理
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筆者はさきに， Sandwich構法によるCurtainWal1 
を試作して諸性能を探した1)2)。 また実験から， 構造
力学的にはこれは水平方向に細長い弾性板が鉛直方向
にCoilSpringで、綴られた弾性系で、あることを確め，
これの剛性強度計算法として軟節剛材鎖理論を提案し
た3)0 Sandwich構法によるCurtainWallを「軟節
板」と名付け，周辺支持の軟節板の挽み性状を実験で
考察しベ これに軟節剛材鎖理論を拡張する目的で実
用計算法を示し，これによる計算値を実験値と比較検
討した結果，この略算法は実用に供し得るものである
ことを確めた円
本研究の基本式の誘導に使用する軟節剛材鎖理論8)
ならびに一般梁理論の式を整理する O
本研究では，更に実用的見地から，連立方程式を解
くことをさけ RelaxationMethodによる計算法を
骨助教授
2 -1 軟節剛材鎖理論の一般式
2・1・1 両端軟節支持の軟節剛材鎖
図 1(a)の場合の変形および各節点における応力を(b)
および(c)に示す。ここに，
m:節点に作用する 1組の釣合モーメントで，r'ぺ
を正とする。
M:部材端に作用するモーメントで左端では， ("を
正とし，右端ではヘを正とする。
sQ:節点に作用する鉛直力で， ↓を正とする。
Q:部材端に作用する鉛直力で， ↓を正とする口
って節点ならびに部材端にはモーメントが生ず、るO ゆ
えに，
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軟節剛材鎖理論によれば，
ma=~δ~S. 一一.，
d. ~ -， 
ト斗ィ
ト-dl--+-Al一寸
δa= 0， mc= 0， RA= -RB=~型仁.・・……・(6)2 ð.~ 
これを用いて sQを求めて，これらを(b)，(c)図に示す。
2・1・2 一端回転端，他端軟節支持
図3(a)の場合は，節点の
釣合モーメントはそれぞれ
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となれ節点荷重とモーメ
ントとの関係からC点の境
みは，
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となり，節点荷重とモーメン
トとの関係は，
????
?
?
?
? ???
PC = .-: m，4.+ 2mc -m~ 一一
v ム E
6 oc c' 
ムe2 日
従って C点の慎みとなる O
t主，
PC ð. ~2 C= ，;--，..，.…・・・・・(2)
6S 
(2)式を用いて(1)式よれ \吋~
図3
? ?
?
? 、 、
?
?
?
となるo(8)式を用L、て(7)式
より，
図1
mA=-~ム6.--PCム6A一一 ， mB=一一一一一一一一
6 
mA= 0， 
-・・・・・・・但)
-・・・・ (9)
また(9)式を用いて SQを求めれば，
SQAC=--~(J-= 2号.
司ム~ 5' -・(4)
QCA= -~~ 一一 2Pc一 一一
ム.e 5' 
また(3)式を用いて sQを求めれば，
ぬAC=~(;'-~A. =.1:c ， i 一一一一一一 . ム~ 2 .
l 
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mB-ma Pc 
S同CB 一一τご一，
乙~/I， z 
sQc 一一ma+mn 3Pa 
』 ιB一 一一一一一一一-~ム~ 5 
sQBC=.E!c-mB _ Pc 一 一一ーム~ 2 
従って支持点における力の釣合から，両端の反力を求
めることができるD
sQnc =...E1~ -~ = 3 Pc ¥oI. 一一一ー一一一←一一一一一一一一一-
d.1， 5 
従って節点における力の釣合から，
j RA--哩 i
RB= ー 3ー ~C.
?????• • • • • • • • ?
(8)---(1u式を(b)---(d)図に示すD
C点にモーメント mcが作用する場合も， (6)式が成立
すると見倣し図 2(c)となるo
2・2 弾性梁の一般式
2・2・1 両端固定の梁
図4(a)の場合は，
RA+sQAC= 0， 
Rn+sQBC= 0， 
-・・・・(12)
?
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(ω2剖)， (ω3剖)， (ω5日)式を(何ωdω)---(ωfり)図に A 空壬t ν 
示す口 % 、c.' B r.
AL-4←Alー i
図2のごとく， C点にモ (11.) 
ーメントが作用する場合 ー花時・ -~(")K一一一・
は， c点に変位が生じない IH J.り )け
情包 明暗 -n1 -~ _ _~ _.2思
ため材J尭度が無く，従って M 五t羽目玉音訓苛 1・5:副L
A， B両支持点にはそーメ ( p)
ントは生じなし、。ただし，
節点Cとその両側材間に相
対回転変位が生ずるので節
点Cは角変化を起こす。従
」河市冊、-表
情会V21
図2
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節点の釣合モーメントおよびC点の撹みは，それぞれ
mD= 0， 
mσ_ 5Pム s
U 一一一一一一 一 . 
16 
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同様に反力および節点の釣
合モーメントはそれぞれ，
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これらの値を(b)，(c)図に示すO
図7(a)の場合は，
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明。 mc 11. 
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節点の釣合モーメントおよ I-t (C) 今 L与
びC点の撹みはそれぞれ， 関4
mv=m 一一PcX2ム s_ Pcム su=mE一 一一 一一一一一一，8 4 ' 
mc=PC>く 2 ム~ _Pcム s_Pcム8一一一-
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となり，節点の力の釣合か
ら両端の反力を求めると，
RD+SQDC= 0， 
RE+SQEC= O. j 
RD一一 PC. i 一 E2 ' I 
Rli: =-~C E一一一一一 l 2 -J 
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これらを(b)，(c)図に示す。
図5(a)の場合は，
sQvC= __3mc IclV 一一一一一一一
、 4ム 8
= -SQEC ………(1日
となり，節点の釣合条件か
ら両端の反力を求めると，
RD十SQDC=0， 
RE+SQEC= O. 
RD=-'? mc. 一一一一 . 
4ム s'
RR一一 3mc
m ー
4ム s' J 
・・・(17)
節点の釣合モーメントおよびC点の民みは，それぞれ
?? ??
• • • • • • • • ?
?????
。σ1里竺竺哩旦
ー 96E1 
これらの値を(b)，(c)図に示す。
2・3 振りの一般式
図8は軟節板から取出した単位要素で 1節点を囲
む4つの単位から構成されている D 図9(a)は図 8から
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図9
( b)
y方向の単位を取出し，
FD辺を固定してAC端
に摂りモーメントを作用
させた場合で，次式が成立する。
3長1rム.o
CT=Qムs=一一一一 | bt3G ' 
f 
図8
fma:r.= 3 MT mα:z:- bt2 ・
mv= mc = -m1i'. D ←一一一 mE
4 
δc= O. 
これらを(b)，(c)図に示す。
2-2・2 1端回転端，他端固定の梁
図6(a)の場合は， ↓pc 
F 
SQDC= 5 Pc '''~' c E IclDC一一一一一一16，←-ALー→ト-A(ー →1
ca) 
SQEC= llPc 一一一一一A.阜星悩L16 ~すf-ーコoc:-)υ
……・・側-J」JUh 1HM 
l・且&.1‘i"働i王K ・芯‘
となり，節点の力の釣合か 凶 (1，) 
ら両端の反力は ↓~今ーヂ
RD+SQDC= 0， l ↑_~ ~l乎L!?
RE+sQEC= O. ，図6
-・・・・・・・・側
-・・・・(19)
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図9(b)はx方向材の単位を取出し， 1 B辺を軟節支
持してDC端に摂りモーメントを作用させた場合で，
次式が成立する O
φ_ 3MTム8
bt3GR 
3基本式
-・・・・側
図8の単位要素のC点に集中荷重Pが作用した場
合，次の仮定を設けて， C点のl尭み OCおよび周辺の
反力をその周辺の拘束状態に応じて計算するO
仮定
反力は総て節点に集中して作用する。
i 荷重Pをxおよびy方向の成分に分割してそれ
ぞれ P(1 ηー〉およびPηとし， X， Y両方向
の成分についてそれぞれ単独で変形を計算し，
両者を等しく置いて変形の連続を計る。
ii 重畳の法則が成立する O
3-' 向い合う 2辺固定，他の2辺軟節支持
3・1・1 集中荷重の場合
図lO:a)の場合，節点荷重Pのx方向成分をP(Iー η〉
とし，この荷重のもとで，対称条件を取入れ(b)図の如く
図10
ろ告を取出L，x方向の成分についての変形を考えるD
半要素ABIFについて， DCの中点の境み OCD/2
を(2)式に代入して
OCD== P ( 1 -竺三~r-E竺)竺 ß2 …・・…側
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単位CAFDの摂りについては， C図より側式を用い
て，。 3PD =ー ←ー (1-η十 2γDO)6.s. '"・ H ・，(31)
8t8GR 
各支持点の反力を (3)および(5)式から求めて (b)閃に示
す。 Pのy方向の成分を Pη とL， この荷重のもとで
対称条件を取入れ(d)図のごとく弘を取出し y方向の
成分の変形を考える。半要素EDFGのACの1"点の
挽みんA/2を(1日式に代入して
δCA=_K島三三型金全s3 ・H ・'(32)
24E 1 
単位CDFAの摂りについては， (e)図より間)式を用い
て，。_3 P(η+ 2rAo)ム6
A一一一一一一一一 . ・H ・H ・-間)8t3G 
各支持点の反力を(13¥および(14)式から計算してd図に示
す口
支持点に生ずる反力は X，Y両成分に分けてそれぞ
れ求めた計算値を重畳すればよいから， (b)図および(d)
l司を重畳して(f)図に示す。
η， rACおよびγDOを求めるには， (b)および(d)図につい
て，それぞれ境角と挽みとの関係式を求め，かつ両者
のC点における携みを等しく置けばよL、。すなわち，
φCDム s=OOD， 
φCAム s=δCA，
δCD=δCA. 
倒式に側----(お)式を代入Lて，
.....(34) 
3P(Iー η+2TDC)ム.ez_ P(1-η-2TDCふ)p'2 ) 
8t8GR---- 6 S -I 
3P(η+2r AC).6.p'2 _ P(ηー2γAC)ム s3
8 t3G 24E 1 ( 
P(1ー ηー 2TDC)ム s2_ P(ηー2rAC)ム s3
6 S 24E 1 
…'(34-2) 
t3G 一 S 
EI/刃一一Uh EL広.p;--U2， ~ 邸)
GR=GV. 
として， (34-2)式を整理・すれば，
rDや8+8:;v)=れ-4 ~; v) 1 
-9+4旦LV，
U2 
r Ac(18+ 2 Ul) = -9η十ηUh
4 -4η-8rDc=ηU2一2U2γAC. ) 
"(34-3) 
(34-3)式より η rACおよびTDCを計算することが
できるo
従って側または(制式よりんを f図より支持点の反
力を計算することができる。
3 -，・2 モーメントの場合
図10(a)のC点にx方向のモーメント mcxが作用する
場合を，対称の条件から弘を取出し凶l1(a)に示す。こ
の場合は， (6)式より OC=0となれ支持点の反力は(6)
式より(a)図となるO
y方向のモーメン卜 mcyが作用する場合をも対称条
?? ? ?【
{ιj 
I^吉f 図11
件から切を取出して図l1(d)に示す。この場合は(19)式よ
りゐ=0となり， (17)および佃)式より支持点の反力は(d)
図となる O
3・2 向い合う 2辺固定， 他の2辺軟節支持およ
ぴ回転支持
閃12(a)の単位要素について， C点lこ集ヰ可6j重Pおよ
びそーメント mcx，mcyが作用する場合も同様に求め
ることヵ:で、きる O
図12
3・2・1 集中荷重の場合
x方向の成分についての変形を考える場合を，対称
条件から弘を取出してこれを(b)図に示す。
半要素ABIFについて CDの中点の挽みんD/2
を(8)式に代入して，
δCD= P( 1ーηー 2rDυ〉ム.e2D一 一一一一 .....(細5S 
単位CAFDの振りについては図(c)より側式を用いて，
DF=~-P(2 ー 2η+ lOrDcF) ~.e ..........(~7) 併 F一一 一一一一一一~ 3
20t3G 一
単位CBIDについては，図(d)より側式を用いて，
。ICD1=~ーP(3 ー 3η→:塑rDCl) 全，.e 側
20t3GR 内
各支持点の反力を(9)式および日1)式から計算して(b)図に
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示すo
y方向の成分についての変形を考える場合を，変形は
対称とみなして，弘を取り出しこれを(e)図に示す。
半要素EDFGのCAの中点の境み OCA/2 を間式に
代入して，
δCA=~ 〈η ー 2rAC) ムß~ ・ H ・..側
24E 1 
単位. CDFAの摂りについては，(f)図より側式を用
いて，。CA=ll(η十 2rAC)ムdA一 一一一一一一一一........(40) 
8t3G 
各支持点の反力を(13:式および(14)式から計算して(e)図に
示す。 (b)図および(e)凶を合成して(a)図の場合の支持点
の反力を(g)図に示す。
η， rAC，およひγDCを求めるための変形の連続条件は，。CDF=φCD1=ゆCD，
OCDム .e=OCD， 
j 
?????
?• • • • • • • • ?
φCAム .e=δCA，
δCA=OCD. 。CDF=ゆCD1とし，これに(初および(甜)式を代入して，
V(2 -2η+10rDcF) = 3 -3η十10rDC1.
V= ~R 
G 
-・・・・(42)
・・(43)
.・・祖母また rDCF+rDC1=rDC. 
(42)， (43)および(44)式より，
_3-3η+10rDc-2 V + 2vη 
10rDcF= 
V+l 
-・・(羽
目7)式に日5)式を代入してφCDF=ゆCDとおけば，
φ_ 3P( 1ーη+2 rDC)~ .e 
D一一 . ・側
4t3G(V + 1) 
ゆCDム.e=OCDとL， これに(制式および(制式を代入し
て，
豆包三万+戸μC)ー〈 1ーηー 2rDC) _ Ul 
4 (V+ 1わ 5 U2 
・・・・・・例。CAム.e=OCAとし，これに側および(40)式を代入して，
9(η+ 2rAc) =(η-2rAc)ul・ .・ H ・.値目。CA=OCDとL， これに(36)式および倒式を代入して，
子(1一日同=(ηー 2rA州 側
間， (細および(49)式より未知数η，rAC，およびrDCを求
めることができるO
3 •2・2 モーメントの場合
凶12(a)のC点にx方向のモーメント mcxが作用する
場合を対称の条件から%を取出して図l1(b)に示す。こ
の場合同)式より OC=0となり，支持点の反力は図l1(b)
86 
となる O
y方向のモーメント mCYが作用する場合も，変形を対
称とみなして，図l1(d)(e)に示すoこの場合もδC=0と
なり，支持点の反力を(17)および佃)式より計算して(d)，
(e)図に示す。
3・3 向い合う 2辺軟節支持他辺回転支持及び国
定
図13(a)の単位要素について， C点に集中荷重Pおよ
びそーメント mcx，mcyが作用する場合も同様に求め
ることカiで、きる O
図13
3・3・1 集中荷重の場合
x方向の成分についての変形を考える場合を，変形
は対称とみなして，弘を取出し，これを(b)図に示す。
半要素ABIFのCDの中点の挽みんD/2を.(2)式に
代入して，
òr!n=~~ ーη- 4fDc) .d.e2 .....(!ifl) - 一一-12S 
単位CAFDの探りについては， c図から側式を用い
て，。D=旦?(1-ηー 2fDC)ムo ・H ・.(日)
8t3GR 
各支持点の反力を(3)式および(5)式から計算して(b)図に
示す口
y方向の成分についての変形を考える場合を，対称の
条件から%を取出してこれを図(d)に示す。
半要素EDFGのCAの中点の挽みOCA/2を凶式に代
入Lて，
。CA=-'1P(ηー 2rAC)ムρ ・H ・-(52)
96EI 
単位CDFAの振りについては，図eより(28)式を用い
て，。CAF==~P(5η+ 32rAcF注 s ……側
64t3G 
単位CEGAについては， (f)図より側式を用いて，
CA ー 3P(l1η+ 32rAco)ム8φG一 一一一
64t3G 
各支持点の反力を白1)および悶式から計算して(d)図に示
す。 (b)および(d)図を合成して(a)閃の場合の支持点の反
力を(g)図に示す。
η， fACおよび fDCを求める変形の連続条件は，
?
』
???????
????????，?????? ?。CA.d.e==δCA，
φCD.d.e==δCD， 
δCA==OCD. 
?
ゆCAF=φCAOとし これに(日)および(甜式を代入して，
5η+32γACF==l1η+32rACG. ・・・・・・・・・(出)
まTこ， γACF+rACG ==r AC. -・・(5司
(部)および(5'引式より
32γACF== 3η+16rAC. …・・・・・・(日)
(日)式を(日)式に代入して，OCAF==ゆCAとおけば，
CA= 3 P(8η十16rAC)ム8
OCA一 一一一一一一64t3G -・・(5fD
ゆCAム.e=δCAとし， これに(52)および側式を代入して，
一塁一(8η+16rAc) = (η-2rAc)ul・ ..・ H ・-削)
14 
OCム.e=OCDとし， これに(50)および(51)式を代入して，
-?(1-mω== ( 1十 4ω旦LV
U2 
.・・・・ (61)
OCA =δCDとし，これに(叩)および(52)式を代入して，
?一(1ーη-4凶 =(ηー 2ωU2 間
(印1)，(61)および(62)式より未知数η rACおよび rDCを求
めることができる。
3-3・2 モーメントの場合
図13(a)のC点にx方向のモーメント mcxが作用する
場合，変形を対称とみなし，半要素について閃l1(a)と
なる。 y方向のモーメント m叩が作用する場合を対称
の条件から弘を取出して，図11(f)に示す。支持点の反
力を白5)及び邸)式から計算して({)図に示す。
3・4 相隣れる 2辺回転支持， 他辺固定及び軟節
支持
図14(a)の要素について， C点に集中荷重Pおよびモ
ーメント mcx，mcyがそれぞれ作用する場合も同様に
求めることができる O
3・4・1 集中荷重の場合
x方向の成分についての変形を考える場合を，変形
は対称とみなして弘を取り出し，これを(b)rX!に示すo
要素ABIFのCDの中長の挽みんD/2を(8)式に代
入して，
δηη ー P(1ーηー 2fDC)ム.e2
r 一一
5S 
.... .(63) 
f司14
単位CBIDの採りについては， (d)凶より側式を用い
て，
φ 1= 一 3~P(3 ー 3η+tQJ~Cl)竺ft ・ H ・ H ・..側
20t3GR 
単位CAFDについては， (じ)図より白8)式を用いて，
ゆ DF= 旦l'JJ 三号 η十3旦[D~~l竺 ft ・ H ・-的5)
20t3G 
各支持点の反力を(9)および(11)式より計算して(b)図に示
す。 y方向の成分についての変形を考える場合を，変
形は対称とみなし%を取llJし，これを(e)図に示す。半
要素EDFGのCAの中点の焼みんA/2を(23)式に代入
Lて，
δCA= 7 P (力一.2r~空2~_~ …一…・(6)
96E 1 
単位CDFAについての振りは，(f)図より倒式を用い
て，
φ_ 3 P( 5η+ 32rAcF ).6.ft F = ~--- -~ -，:-:-~-~-・(町)
64t3G 
単位CEGAについての摂りは， (g)凶より仰)式を用い
て，
φ G= 31(111152TA竺2坐 ……・・間)
64t3G 
各支持点の反力を白1)および凶式より計算して(e)図に示
す。 (b)図および(e)図を合成して， (a)図の場合の支持点
の反力を(f)図に示す。
η， rDCおよびr.4Cを求める変形の連結条件式は，。CDI=φCDF=ゆCD，
φCAF=OCAG=ゆCA，
OCDム ft=OCD， i 。CA.6.ft=δCA， 
δCD=OCA. ) 
φCDI= =ゆCDFとし，これに側および(白)式を代入し
-・・・・・・・・間)
て，
3-3η+lOrDCI= (2 -2η+lOrDcF)v. 
・・・・間
87 
????? ， ?• • • まfこ，rDCF=γDc-rDCI. 
側式と(71)式よりrDCFを消去して，
一(2-2η+10rDc)vー 3+3ηlOrDCIー V+ 1 
・ (72)
問式を(6~式に代入して， OCDI=ゆCDとして，
。 D=~ P( 1 一η十 2rDC)ム8v ……・・・(73)
4 t3GR(V十 1) 。CAF=ctCAGとし，間および側式を代入して，
5η十32rACF=11η+ 32rACG. ・一…...(74) 
. ... .(75) また，rACG=rAC一γACF.
間式と刊式よりγACGを消去して，
6η十32rAC32rACF= リ 2 4 = 3η+16rAc. ・・・・・0印
刷式を閉式に代入L，OCAF=OCAとして，
φ A=~ P(5η+ 311+16rAc)ムft ………m
64t3G 
φCDム -O=OCDとし，これに(63)および附式を代入して，
2区1-11士2型企=(1ーηー 2rDC)旦!.--
4(11+1) U2 
・・・・・0日
ゆCAム -O=OCAとし，これに側および間式を代入して，
36(η+ 2rAc) 7 =〈ηー 2rAC)Ul・...・H ・.(79)
OCD=OCAとし， これに側および側式を代入して，
96 一一(1ーη- 2rDC)= (η-2 rAc)u2・..・ H ・..側
35 
側，問および側よりη，rACおよび rDCを求めることが
できる。
3・4・2 曲Iデモーメントの場合
図14(a)のC点にx方向のモーメント mcxが作用する
場合，変形を対称とみなして，半要素について，図11
(b)， (c)となる。 y方向のモーメント mcyが作用する
場合も同様に変形を対称とみなして，半要素について
両者とも図11(0となるO
4 数値計算法
4・1 計算順序
周辺支持の x，y両軸対称な軟節板が，等分布荷重
を受ける場合についての RelaxationMethodを，計
算順序に従って説明する。対称条件からその弘を取出
し，これを図15(a)に示すO
( i ) 総ての節点の移動を拘束し，等分布石j重を負担
面積に応じて，各点の節点荷重に換算し，その逆数
をその点の拘束力とするo
〔計算を 1点一一10点の順序でおこなうものとする〕
(ii) (b)図の如く，節点 1を囲む周辺を拘束L，節点
1の拘束力の逆符号の荷重を節点1点に加えて節点
88 
" l守 1.1 11' 17' 1‘' 
1. 10 
ユォ
5' 3・， 15・
1+ l' f t' 14!・
13 18 y 8' 13' 
1 1 z 1 2.' rilt 
1 6 " -1・
-ーx 1点の拘束を
解除する。こ
の場合，基本
式3-1によ
る図10(f)によ
り拘束力を計
算し，それぞ
れの点(7，γ.
2， Z. 8， 8' 
点〉に記入す
???????
? 、
???
、 ，
??
， ， ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
」
?
?
??
?
?
????
?
?
( T) 
事 〈乱) 図15
る口
(ii) (c)図の如く，節点2を囲む周辺を拘束し，節点
2の拘束力(節点2の節点荷重の逆符号の値と節点
1の解除による節点2の拘束力との和)の逆符号の
荷重を節点2に加えて節点2の拘束を解除する。こ
の場合基本式3-1による図10(0により拘束力を計
算しそれぞれの点 (8，f ，9， 9勺7，7'，1，3点〉
に記入するo
(iv) この操作を節点 1~10迄その順序で拘束解除を
おこなう O この場合，解除点の拘束力はその点の節
点荷重とその点以前の各点の解除によりその点に誘
発した拘束力との和となるO 拘束解除によるその点
を囲む諸点の拘束力の計算は，節点1~4 については
基本式3-1による図10(0，節点5については基本
式 3ー 3による図13(叫節点7-10については基本
式3-2による図12(g)，11点については基本式3-
4による図14(0により，それぞれの計算をおこなう。
以上で第1回目の操作が終り，各点の拘束時の境み
が挽みの第 1近似値となる。この操作を繰返して各点
の拘束時の境みを求めそれぞれ第l回近似値に重畳し
て，各点の挽みの第2近似値を求められる。これを繰
返して，第3，第4近似値を求められる。実際には，
各節点について各回ごとの解除力を重畳してゆき，最
後にその重畳値による挽みを各節点ごとに独立して求
めた挽み値が実際に生じている挑みの値となるo
4.2 実用計算法
ところがこの拘束解除の方法では，収れんが悪く実
用とならないので次の操作を取入れる。すなわちさき
の実験によれば， 8山 86が最小(ここに九>810)，δ1
~むは最大(ここに 81>む>……・84) で， 86~むがそ
れらの中間値(ここにむ>科>・・…・09) となる。従っ
て図 16において， 節点 1~10 の境みが総て等しけれ
ば，これらの節点は同一平面内に含まれて憐むことで
あるから，拘束力は節点 1~10にまた反力は節点11~
18に生じ， 1 ---10の節点聞には相対変位は生じない口
故に次の順序で計算を進めることとするO
( i ) 各節点の境みがA-A面内にある状態となるだ
けの拘束力のみをおのおのの節点について作用させ
れば，それぞれの節点には，最初の拘束力からこの
解除力を差ヲI¥，、たものが拘束力として残れこれら
は初めの拘束力に比べて極めて小さい値となる。次
にこれらの残された拘束力を 4・1の方法で解除す
れば，再び各節点にはそれぞれ拘束力が残る。これ
で初回の拘束解除が終る。このように図16のA-A
面迄平面のまま解除す
る操作を取入れること
により収れんが速くな
図16 る。
(ii) 初回拘束解除の結果残った各節点の拘束力(初
回の拘束力〉を 4・1の方法で、解除する前に初回同
様にB-B面迄平面のまま解除し初回の拘束力か
らこれらの解除力をそれぞれ差引し、て残った拘束力
をおのおのの節点の拘束力として 4・1の方法で
解除して，第 1回の拘束解除が終る。
(iii) この操作を第2，3......と続け拘束力が小さく
なったところで計算を打切る O
各点、の挽みの値は，各回ごとにおこなった「同一平
面解除力」と 14・1の方法による解除力」 との和を
節点荷重として各節点ごとにそれぞれ独立して計算す
れば求まる。
5むすび
( i ) 軟節板の理論は CurtainWallのみならず，建
築の Prefabricationが進むにつれてその応用面が
広い。例えば工場生産された単位板を敷並べてそれ
らをピアノ線などで横から結合した床版や橋梁など
が挙げられる。
(ii) Relaxation Methodは技術者にとって， 実用
設計に当り極めて便利であるので，これを軟節板に
導入することを試みた。
(ii) ただし，面に直角な荷重を受ける周辺支持の軟
節板では，収れんが悪いので平面解除」の操作
を取入れることは極めて有効であるo
(iv) 軟節剛材鎖理論解析は Plastichingeを持つ
Limit desigenに類似点を持つので，これとの相似
性を調べてみたい。
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